
　

バ
ス
路
線
を
事
業
者
が
突
然

廃
止
す
る
と
発
表
し
、
住
民
に

大
き
な
不
安
を
与
え
ま
し
た
。

車
を
運
転
で
き
な
い
人
で
も
、

自
由
に
動
く
こ
と
が
住
み
続
け

ら
れ
る
た
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
河
田
正
一
市
議
は
２
月
議

会
で
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
住
民
に
と
っ
て
使
い
や
す

く
、
か
つ
効
率
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
考
え
ま
し
た
。
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地
域
交
通

　

岡
山
市
・
玉
野
市
・
久
米

南
町
が
共
同
で
、
新
し
い
ご

み
焼
却
場
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
焼
却
ご
み
の
40

％
は
、

生
ご
み
で
す
。
こ
れ
を
減
ら

せ
ば
、
焼
却
施
設
は
小
さ
く

て
済
み
ま
す
。
河
田
正
一
市

議
の
生
ご
み
堆
肥
化
の
提
案

に
対
し
市
は
、
住
民
の
理
解
、

回
収
コ
ス
ト
、
堆
肥
の
利
用

先
が
少
な
い
と
消
極
的
な
回

答
で
し
た
。
モ
デ
ル
地
区
か

ら
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

今
は
廃
プ
ラ
を
燃
や
さ
ず

に
油
化
し
、
軽
油
と
ガ
ス
の

資
源
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

炭
化
し
燃
料
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
資
源

化
さ
れ
た
モ
ノ
を
売
却
や
発

❶ ＪＲや路線バスは、増便する。

❷ コミュニティバスは、末端部を切り

離し、主要部は便数を大幅に増やす。

利用が少ない末端部は、デマンドタ

クシーにする。

❸ デマンドタクシーとコミュニティバ

スは追加料金なしで乗り継ぎできる。

❹ コミュニティバスのターミナルを設

け、関係する路線は一斉にバスター

ミナルにそろうことで、乗り換えが

待ち時間なしに行える。

❺ スクールバス、社員送迎バス、介護

タクシーへの便乗などの地域の民間

交通手段を活用できるように、国に

対し規制緩和を求め、住民の足を確

保することを可能にする。

使いやすいく効率的なネットワーク

市政報告会 予定

拡
充
拡
充
の
た
め
に

はゴミ

焼却 資源資源から に

電
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
ご

み
処
理
費
を
大
き
く
軽
減
で

き
ま
す
。
市
は
研
究
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

家
庭
ご
み
処
理
は
本
来
、

市
が
税
金
で
行
う
べ
き
業
務

で
、
無
料
化
す
べ
き
で
す
。

一
方
、
事
業
系
ご
み
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
事
業
系
ご

み
の
処
理
手
数
料
は
、
処
理

費
用
の
約
半
分
で
す
。
適
正

な
手
数
料
に
値
上
げ
す
べ
き

と
質
し
、
市
は
し
か
る
べ
き

時
に
正
す
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

　

市
民
の
協
力
で
、
生
ご
み

排
出
抑
制
、
分
別
の
徹
底
な

ど
で
ゴ
ミ
削
減
、
資
源
化
に

よ
っ
て
循
環
型
社
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

北区北ふれあいセンター

14：00～３日（日）６月

中区操南公民館

10：00～28日（土）４月

南区第2藤田学区内

13：30～23日（水）５月

東区西大寺公民館

14：00～10日（木）５月

北区高松公民館

14：30～12日（土）５月


